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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第88期

第３四半期
連結累計期間

第89期
第３四半期
連結累計期間

第88期

会計期間
自 2018年１月１日
至 2018年９月30日

自 2019年１月１日
至 2019年９月30日

自 2018年１月１日
至 2018年12月31日

売上高 (千円) 27,192,147 26,855,899 36,430,764

経常利益 (千円) 601,535 654,462 861,544

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 307,434 363,569 449,764

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 118,202 132,159 7,329

純資産額 (千円) 15,727,591 15,606,341 15,612,094

総資産額 (千円) 28,552,924 27,493,688 27,926,673

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 24.52 29.00 35.87

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 52.9 54.3 53.7
 

 

回次
第88期

第３四半期
連結会計期間

第89期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2018年７月１日
至 2018年９月30日

自 2019年７月１日
至 2019年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 18.43 25.33
 

(注) １．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につきまして

は、記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益につきましては、潜在株式が存在しないため、記載しており

ません。

４．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指

標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 
　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

　

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

（1）財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間（2019年１月１日～2019年９月30日）における当社グループを取り巻く経営環境は、

太陽光発電関連製品の需要の低下、国内外競合メーカーとの価格競争の激化、米中貿易摩擦の影響による中国の設

備投資の伸び悩みなど、依然厳しい状況が続きました。

このような状況の下、売上高は、太陽光発電関連製品や電線部門の売上の減少などを、自動車・産業機器用製品

などの成長分野での製品開発・新規開拓の促進などに積極的に取り組みカバー致しましたが、前第３四半期連結累

計期間並みとなりました。

利益面では、太陽光発電関連製品の売上の減少、新興国の賃金上昇などによる生産コストの増加などがありまし

たが、ワイヤーハーネス部門の売上高の増加、積極的な原価低減などにより、営業利益を伸長させることができま

した。

これらの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は26,855百万円（前年同四半期増減率1.2％減）、営業利益は

655百万円（前年同四半期増減率16.6％増）となり、経常利益は654百万円（前年同四半期増減率8.8％増）、親会社

株主に帰属する四半期純利益は363百万円（前年同四半期増減率18.3％増）となりました。

 
セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

　　　期別　　 売上高 営業利益

セグメント別

前第３四半期

連結累計期間

（百万円）

当第３四半期

連結累計期間

（百万円）

 
増減率

（％）

前第３四半期

連結累計期間

（百万円）

当第３四半期

連結累計期間

（百万円）

 
増減率

（％）

日本 15,619 15,449 △1.1 289 321 11.1

欧米 5,866 6,318 7.7 39 43 11.2

アジア
(日本を除く)

5,706 5,087 △10.8 222 307 38.3

消去 ― ― ― 10 △17 ―

合計 27,192 26,855 △1.2 562 655 16.6
 

（注）増減率につきましては、表示単位未満を四捨五入しております。

　

①日本

当第３四半期連結累計期間は、太陽光発電関連製品、電線部門の売上の減少などがありましたが、産業機器用製

品などのワイヤーハーネス部門、ハーネス加工用機械・部品部門の売上が堅調に推移し、売上高は前第３四半期連

結累計期間なみの15,449百万円（前年同四半期増減率1.1％減）となりました。営業利益は前第３四半期連結累計期

間から32百万円増の321百万円（前年同四半期増減率11.1％増）となりました。

②欧米

当第３四半期連結累計期間は、欧州の白物家電用ハーネス製品が売上を牽引し451百万円増加し6,318百万円（前

年同四半期増減率7.7％増）となりました。この結果、営業利益は、前第３四半期連結累計期間より４百万円改善し

43百万円（前年同四半期増減率11.2％増）となりました。

③アジア（日本を除く）

当第３四半期連結累計期間は、中国の景気の減速によるワイヤーハーネス製品の需要の低下、太陽光発電関連製

品の売上の減少により、売上高は5,087百万円（前年同四半期増減率10.8％減）となりました。中国・東南アジア諸

国の賃金上昇による生産コスト増加などがありましたが、事業構造改善効果などにより、前第３四半期連結累計期

間より85百万円改善し、営業利益は307百万円（前年同四半期増減率38.3％増）となりました。
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財政状態の分析は、次のとおりであります。

＜資産＞

資産合計は、27,493百万円（前連結会計年度末比432百万円減）となりました。主に、リース資産などの有形固定

資産が472百万円増加し、現金及び預金が946百万円、受取手形及び売掛金が295百万円減少いたしました。

＜負債＞

負債合計は、11,887百万円（前連結会計年度末比427百万円減）となりました。主に、未払法人税等が147百万円

増加し、支払手形及び買掛金が647百万円減少いたしました。

＜純資産＞

純資産合計は、15,606百万円（前連結会計年度末比５百万円減）となりました。主に、利益剰余金が225百万円増

加し、為替換算調整勘定が281百万円減少いたしました。

　

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

　

(3) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、258百万円であります。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 45,000,000

合計 45,000,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2019年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(2019年11月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,558,251 12,558,251
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は
100株であります。

合計 12,558,251 12,558,251 ― ―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2019年９月30日 ― 12,558,251 ― 2,323,059 ― 2,031,801
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2019年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 21,200

 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

125,306 ―
12,530,600

単元未満株式
普通株式

― ―
6,451

発行済株式総数 12,558,251 ― ―

総株主の議決権 ― 125,306 ―
 

(注) １.「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が、2,000株含まれておりま

す。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数20個が含まれておりま

す。

２.当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」につきましては、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、記載することができないことから、直前の基準日(2019年６月30日)に基づく株主名簿による記載をして

おります。

 
② 【自己株式等】

  2019年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
オーナンバ株式会社

大阪市東成区深江北
３丁目１番27号

21,200 ― 21,200 0.17

合計 ― 21,200 ― 21,200 0.17
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2019年７月１日から2019年

９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(2019年１月１日から2019年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、ＰｗＣあらた有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】
(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2018年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 4,164,615 3,218,566

  受取手形及び売掛金 ※  10,000,308 9,704,783

  商品及び製品 2,110,061 2,332,134

  仕掛品 921,802 862,374

  原材料及び貯蔵品 3,175,102 3,283,712

  その他 504,033 642,881

  貸倒引当金 △20,906 △19,667

  流動資産合計 20,855,016 20,024,785

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,317,407 1,257,295

   機械装置及び運搬具（純額） 1,237,777 1,207,757

   土地 1,890,634 1,888,847

   建設仮勘定 94,077 371,099

   その他（純額） 346,038 633,529

   有形固定資産合計 4,885,935 5,358,530

  無形固定資産 274,516 313,006

  投資その他の資産   

   投資その他の資産 1,988,650 1,870,876

   貸倒引当金 △77,445 △73,509

   投資その他の資産合計 1,911,204 1,797,366

  固定資産合計 7,071,656 7,468,903

 資産合計 27,926,673 27,493,688
 

 

EDINET提出書類

オーナンバ株式会社(E00846)

四半期報告書

 8/16



 

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2018年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※  6,753,818 6,106,709

  短期借入金 1,930,551 1,906,260

  未払法人税等 101,516 248,859

  賞与引当金 204,018 335,689

  役員賞与引当金 24,000 18,000

  製品改修引当金 34,851 34,851

  その他 1,226,742 1,209,745

  流動負債合計 10,275,497 9,860,115

 固定負債   

  長期借入金 1,070,159 876,116

  繰延税金負債 266,211 266,920

  退職給付に係る負債 458,353 461,126

  その他 244,357 423,068

  固定負債合計 2,039,080 2,027,232

 負債合計 12,314,578 11,887,347

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,323,059 2,323,059

  資本剰余金 2,026,851 2,026,851

  利益剰余金 10,187,529 10,413,224

  自己株式 △5,642 △5,680

  株主資本合計 14,531,798 14,757,456

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 269,050 250,540

  繰延ヘッジ損益 115 △156

  為替換算調整勘定 253,157 △27,845

  退職給付に係る調整累計額 △67,412 △50,300

  その他の包括利益累計額合計 454,911 172,237

 非支配株主持分 625,383 676,647

 純資産合計 15,612,094 15,606,341

負債純資産合計 27,926,673 27,493,688
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2018年１月１日
　至 2018年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年１月１日
　至 2019年９月30日)

売上高 27,192,147 26,855,899

売上原価 22,684,595 22,233,492

売上総利益 4,507,552 4,622,406

販売費及び一般管理費 3,945,498 3,967,062

営業利益 562,053 655,344

営業外収益   

 受取利息 16,960 19,423

 受取配当金 17,231 17,373

 貸倒引当金戻入額 7,709 4,089

 持分法による投資利益 6,595 28,285

 補助金収入 24,038 16,287

 過年度関税等戻入益 23,646 83,319

 その他 45,371 48,598

 営業外収益合計 141,554 217,377

営業外費用   

 支払利息 54,451 44,989

 為替差損 23,793 80,034

 過年度関税等 - 49,103

 その他 23,827 44,132

 営業外費用合計 102,072 218,260

経常利益 601,535 654,462

特別利益   

 固定資産売却益 12,793 857

 特別利益合計 12,793 857

特別損失   

 固定資産処分損 1,670 9,645

 事業構造改善損 ※  17,372 -

 その他の投資評価損 27,428 -

 特別損失合計 46,470 9,645

税金等調整前四半期純利益 567,857 645,674

法人税、住民税及び事業税 152,235 297,527

法人税等調整額 59,917 △93,276

法人税等合計 212,152 204,250

四半期純利益 355,705 441,424

非支配株主に帰属する四半期純利益 48,271 77,854

親会社株主に帰属する四半期純利益 307,434 363,569
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2018年１月１日
　至 2018年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年１月１日
　至 2019年９月30日)

四半期純利益 355,705 441,424

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △80,417 △18,519

 繰延ヘッジ損益 5,909 △389

 為替換算調整勘定 △160,860 △307,467

 退職給付に係る調整額 △2,134 17,111

 その他の包括利益合計 △237,503 △309,264

四半期包括利益 118,202 132,159

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 74,878 80,895

 非支配株主に係る四半期包括利益 43,324 51,263
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【注記事項】

(追加情報)

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の

区分に表示しております。

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※　　銀行休日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につきましては、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形が、前連結会計年度末残高に含

まれております。

 
前連結会計年度
(2018年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

受取手形 84,149千円 　　　　　 ―

支払手形 334,016千円           ―
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※　 事業構造改善損の内訳は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2018年１月１日
至 2018年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年１月１日
至 2019年９月30日)

連結子会社整理損 10,347千円 ― 

早期退職費用 7,024千円 ― 
 

　
　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産にかかる償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2018年１月１日
至 2018年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年１月１日
至 2019年９月30日)

減価償却費 464,070千円 521,582千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 2018年１月１日 至 2018年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年２月23日
取締役会

普通株式 62,685 5.00 2017年12月31日 2018年３月５日 利益剰余金

2018年８月３日
取締役会

普通株式 62,685 5.00 2018年６月30日 2018年９月10日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 2019年１月１日 至 2019年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年２月27日
取締役会

普通株式 75,222 6.00 2018年12月31日 2019年３月４日 利益剰余金

2019年８月７日
取締役会

普通株式 62,685 5.00 2019年６月30日 2019年９月９日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2018年１月１日 至 2018年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

合計
日本 欧米

アジア
(日本を除く)

売上高     

  外部顧客への売上高 15,619,154 5,866,726 5,706,266 27,192,147

 セグメント間の内部
 売上高又は振替高

2,923,361 168,159 4,589,317 7,680,838

合計 18,542,516 6,034,886 10,295,583 34,872,985

セグメント利益 289,616 39,552 222,388 551,557
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 551,557

セグメント間取引消去 10,496

四半期連結損益計算書の営業利益 562,053
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2019年１月１日 至 2019年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

合計
日本 欧米

アジア
(日本を除く)

売上高     

  外部顧客への売上高 15,449,572 6,318,387 5,087,939 26,855,899

 セグメント間の内部
 売上高又は振替高

3,277,422 97,285 4,816,867 8,191,575

合計 18,726,994 6,415,673 9,904,806 35,047,474

セグメント利益 321,693 43,994 307,519 673,208
 

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 673,208

セグメント間取引消去 △17,863

四半期連結損益計算書の営業利益 655,344
 

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 2018年１月１日
至 2018年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年１月１日
至 2019年９月30日)

１株当たり四半期純利益 24円52銭 29円00銭

    (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 307,434 363,569

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(千円)

307,434 363,569

    普通株式の期中平均株式数(株) 12,537,039 12,536,998
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につきましては、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 

 
２ 【その他】

第89期(2019年１月１日から2019年12月31日まで)中間配当につきましては、2019年８月７日開催の取締役会にお

いて、2019年６月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしま

した。

①配当金の総額                               　　62百万円

②１株当たりの金額                               ５円00銭

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日     2019年９月９日

 

EDINET提出書類

オーナンバ株式会社(E00846)

四半期報告書

14/16



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

2019年11月８日

オーナンバ株式会社

取　締　役　会　御　中

 

ＰｗＣあらた有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 田　邊　晴　康  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 木　下　昌　久  

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているオーナンバ株式

会社の2019年１月１日から2019年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(2019年７月１日から2019年９

月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(2019年１月１日から2019年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、オーナンバ株式会社及び連結子会社の2019年９月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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